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１．はじめに  

モルタル吹付工（以下、吹付工）の背面地山の風化による土砂化・空洞化を抑制するためには、雨水がモルタル

背面に供給されることを抑制することが必要である。吹付工の背面に雨水が供給されるケースは、1)背面地山を切

土した際にその上の肩部に残る表土層からの侵入、2)吹付工表面亀裂からの侵入、3)亀裂性の地山である場合等の

地山からの湧水、の大きく３つが考えられる。このうちに 2)に関してはひび割れ補修による対応が可能であり、3)
については、本来は開放型ののり面保護工を検討すべきケースであり、やむを得ず吹付工を行う場合には、適切に

集・排水対策を行うこととされている。一方で、1)の肩部からの侵入水に関しては、「道路土工-切土工・斜面安定

工指針」1)においては、地山までの巻込処理による対応を行うものとされている。しかしながら、実施工で地山ま

で完全に密着した巻込処理を行うことは、地山と表土層との境界部では凹凸があるため困難であり、筆者らは簡易

な模型実験により累積雨量が多いと吹付工背面部に水が侵入することを確認している 2)。このため、吹付工に適し

たのり肩部の排水対策の検討が必要である。 
本報は、吹付工のり肩における排水対策方法の提案を目的に、のり肩部の排水対策を模擬した模型実験により検

討を行った結果を述べるものである。 
２．吹付のり肩排水材の要件設定と排水材の試作 

 吹付のり面ののり肩背面に排水材を設置する場合、モルタル吹付

工の施工方法にも配慮することが必要である。吹付工は、構造上一

体性を持たせるために一般にラス金網を敷設しており、ラス金網は

吹付厚の中間に位置するように施工される。一般的な吹付厚は 5～10
㎝であり、ラス金網の内側に排水材を敷設することや肩部の巻込施

工のためのラウンディング処理を行うことを踏まえて邪魔にならな

いようにしなければならない。そこで、排水材の要件を以下の 5 つ

と考えた。 
 ・必要な排水能力を有すること。 
 ・耐久性があり地山の地形形状に合わせた敷設が可能なようにフ

レキシブルな構造であること。 
 ・排水の際の土砂の流出がない構造であること。 
 ・排水材の径は数㎝程度に抑えること。 
 ・現地で安価かつ容易に準備・加工ができること。 
 そこで筆者らは、容易かつ安価に調達できる市販の洗濯用排水ホ

ース（内径 28㎜、約 400円/m）および網戸に用いる網（約 500円/ <2m
×1m２枚組>）に着目して、実験に用いる排水材の試作を行った。

写真１に試作品の状況を示す。排水ホースは 5 ㎝ピッチで幅 10 ㎝で

周長の 1/４をカットして開口部を設け、網はホース内部で広がって

密着した際に３層以上になるように巻いて挿入したものである。 
３．簡易模型実験の概要および結果  

（１）実験概要 

 実験模型は、図１(a)に示すような吹付のり肩部の背面に侵入する水を、吹付背面の地山と表土層の境界位置に排

水材を設置して集・排水する方法を模擬したものである。実験土槽は、図１(b)に示すように長さ 150cm、深さ 40cm、

奥行き 100cm の内部を遮水塗装した木製箱型土槽を用いて、一般的な表土層をイメージして山砂（土粒子密度：

2.689(g/cm3)、細粒分含有率：30%）を締固め度 85％で詰め、撥水塗装を施した木製合板を用いて部分被覆と巻込

処理を行ったものである。排水材は下端部に１％勾配で這わせ、排水材により排水された水を回収するため片側面

の下端部に穴を空けて排水材の片端を外部に出している。また、下端部の底面および中央位置に土壌水分計を設置 
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図１ 実験イメージ図 

表２ 排水材毎の排水開始時間および排水量 

試作品 排水材A 排水材B 排水材C

1:41:37 2:10:34 1:56:58 1:48:20

降雨停止時 37.264 33.672 33.754 35.598

停止後１ｈ 14.556 15.740 16.490 15.362

停止後2ｈ 7.392 8.952 9.976 9.298

全排水量 59.212 58.364 60.220 60.258

排水開始時間(h:m:s)

排水量
（リットル）

排水材

表１ 比較実験に用いた市販の排水材の諸元 
排水材A 排水材B 排水材C

２/３周開孔コルゲート管 化学繊維カール構造 プラスチック製立体網目構造

外径(縦） 89 mm 70 mm 70 mm

内径（横） 75 mm 70 mm 30 mm

開孔率 1.2% 不明 80～97%

規格寸法

外観

材質・形状

 

図２ 土層下端面の飽和度の変化 

し、土槽を 30 度に傾斜させ、時間雨量 50mm を４時間継続（総雨量 200mm
を目標）した人工降雨を与え、排水材からの排水量および下端部の含水状態

の変化を計測した。また比較用として、のり面の湧水を排水する際に用いら

れる市販の排水材３種類（表１）を準備した。これらは溝切をして敷設する

ため径が比較的大きなものでかつ地山の凹凸に対する柔軟性が低いものであ

る。なお、排水材 B および C については導水路部分がないことから、塩ビ管

を半割したものを敷設して導水路を確保して実験を行った。 

（２）実験結果 

 表２に排水材毎の排水開始時間、排水開始から

降雨停止時までの排水量、停止後１時間経過時お

よび停止後 2 時間経過時の 1 時間排水量、それま

での全排水量を示す。また、図２に試作品および

全排水量が最も多い排水材 C の土壌水分計の計測

結果を示す。全排水量をみると、いずれの排水材

も 60 リットル程度であり、また浸潤線の上昇に伴

い反応する中段位置の飽和度の上昇傾向も類似してお

り、今回の降雨条件における排水能力はほぼ同等であ

るものと判断される。ここで、他の排水材は背面に回

った水も集水可能な開孔となっているが、試作品は集

水するための開孔が一方向に限定されており、排水条

件が不利であるにもかかわらず同等量の排水が行われ

ている。なお、実施工では、図１a）のように排水材の

背面側は吹付モルタルで覆われるため、本実験で生じ

るような背面側からの集水は想定されない。 

４．おわりに 

 試作した排水材は、市販の湧水用の排水材と比較し

ても同等に排水でき、のり肩排水材の構造として適し

たものであることが確認できた。今回の実験は、構造

と排水性について検討したものであり、用いた材料の

耐久性に関する評価は行ってはいない。排水材の評価

に当たっては、耐久性および排水能力の限界（適用限

界）についても適切に評価する必要があり、これらに

ついては今後の課題である。 
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